
【緊急】利尻山の安全登山に関する注意事項 
「登山道の路肩崩落と、低温にご注意ください！！」 
 

 ７月１５日の雨によって、沓形コース上部で路肩崩落が発生しました。周囲の地盤が緩んでい

るため、更なる崩落の危険もあります。雨中・雨後など崩落の危険性が高まることが予想され

る日には、通行を自粛してください。 

 ７月中旬以降、山頂の気温は９月並の低温（予想最低 4℃）が予想されています。上部は突風も

あり。悪天の場合、体感気温は０℃以下に下がることもあります。フリースなどの防寒着や下

着の着替え、上下別の雨具などしっかりと服装を整えてください。 

 利尻山の森林限界は標高約６００m と低く、両コースとも６合目以上では高い木がなくなり、風

を遮る場所が少なくなります。途中下山の判断はなるべく早い段階で行うようにして下さい。 

 ご自身の体力や経験を過信しないこと、またグループ内の他のメンバーの体調にも気を配り、

無理のない登山を楽しんでください。 

 

 

［写真：沓形コース上部の路肩崩壊地］ 

場所は、鴛泊コースとの合流点へあと５分程度の所です。幅１m、深さ１.５m、登山道の欠落距離３

ｍ。残された路肩は３０cm 程度ありますが、連日の雨で崩れやすい状態になっています。十分気を

つけて通行してください。 

 

鴛泊コースとの合流点まで 
あと 5分の場所 
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